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︽
二
〇
二
三
年
度　

社
会
学
専
修
卒
業
論
文
よ
り
︾

活
動
現
場
か
ら
紐
解
く
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿

一　

は
じ
め
に

一
‐
一　

研
究
の
動
機
と
目
的

日
本
で
は
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
が
広
く
取
り
沙
汰
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
筆
者
は
二
〇
二
一
年
六
月
か
ら
二
〇
二
四

年
三
月
ま
で
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
（
兵
庫
県
神

戸
市
）
で
主
に
事
務
所
作
業
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
と
し
て

活
動
し
た
。
こ
の
﹁
フ
ー
ド
バ
ン
ク
﹂
の
活
動
は
、
貧
困
や
食
品
ロ

ス
と
い
っ
た
昨
今
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
社
会
課
題
の
解
決
に
貢

献
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
フ
ー

ド
バ
ン
ク
関
西
の
門
を
叩
い
た
が
、
現
場
で
の
経
験
を
通
じ
、
日
本

の
貧
困
問
題
や
ひ
と
り
親
世
帯
を
取
り
巻
く
問
題
な
ど
に
も
関
心
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
筆
者
に
と
っ
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
は
想
像
以
上
に
居
心

地
の
良
い
場
所
で
あ
っ
た
。
素
の
自
分
を
受
け
入
れ
ら
れ
、
年
齢
も

価
値
観
も
経
歴
も
異
な
る
多
彩
な
人
々
と﹁
仲
間
﹂と
し
て
つ
な
が
っ

て
い
ら
れ
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
単
に
食
品
ロ
ス
削
減
に
寄
与
で
き

る
と
い
う
嬉
し
さ
だ
け
で
な
く
、
居
場
所
や
そ
こ
で
の
人
と
の
関
わ

り
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
団
体
や
そ
の
ス
タ
ッ
フ
に
関
わ
る
中
で
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
と
い
う
存
在
の
あ
り
方
の
特
徴
や
、ス
タ
ッ
フ
ら
の
参
加
の
動
機
、

経
緯
な
ど
に
つ
い
て
興
味
を
抱
く
に
至
っ
た
。

そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
実
態
と
そ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
そ
こ
で
の
﹁
つ
な
が
り
﹂
の
あ
り
方
に
焦
点
を
当
て
て
研

究
を
行
う
。
先
行
研
究
の
知
見
と
現
場
訪
問
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
聞
き

取
り
を
元
に
、
活
動
の
在
り
よ
う
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
を
克
明
に

記
録
す
る
と
と
も
に
、そ
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
。

大　

坪　
　

日
向
子

神
戸
大
学
文
学
部
人
文
学
科　

二
〇
二
三
年
度
卒
業
生
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﹁
市
民
活
動
（
団
体
）﹂、﹁
地
域
活
動
﹂
な
ど
の
用
語
・
集
団
の
定
義

に
は
統
一
的
な
見
解
が
存
在
せ
ず
、
線
引
き
や
呼
称
は
論
者
や
文
献

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
﹁
地
域
活
動
﹂
を
、
自
治
会
・
町
内
会
等
の
活
動
な
ど
、
基

本
的
に
一
定
の
範
囲
の
地
域
内
に
と
も
に
居
住
す
る
人
々
が
参
加

し
、
当
該
地
域
で
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
た
り
、
地
域
の

課
題
を
解
決
し
た
り
す
る
た
め
に
行
う
活
動
を
示
す
語
と
し
て
用

い
る
。

﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
活
動
）﹂
は
、
厚
生
省
（1991

）
と
厚
生
労
働

省︶
1
︵

の
定
義
を
参
考
に
、
自
発
的
な
意
思
に
基
づ
い
て
他
人
や
社
会
に

貢
献
す
る
個
人
ま
た
は
そ
の
行
為
を
指
す
も
の
と
定
め
、
自
己
の
経

済
的
利
益
を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
自
身
あ
る
い
は
自
身
の
所
属
す

る
団
体
の
イ
メ
ー
ジ
・
知
名
度
の
向
上
と
い
っ
た
目
的
で
行
わ
れ
る

も
の
は
除
外
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
組
織
は
﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
﹂
と
呼
ぶ
。

ま
た
﹁
ス
タ
ッ
フ
﹂
と
は
、
言
及
す
る
各
活
動
の
代
表
者
（
運
営

者
）と
そ
れ
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
い
ず
れ
も
含
む
も
の
と
す
る
。

次
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
に
つ
い
て
、簡
潔
に
記
述
し
て
お
く
。

﹁
フ
ー
ド
バ
ン
ク
﹂
と
は
、﹁
食
品
企
業
の
製
造
工
程
で
発
生
す
る
規

格
外
品
な
ど
を
引
き
取
り
、
福
祉
施
設
等
へ
無
料
で
提
供
す
る
﹂
団

体
・
活
動
の
こ
と
で
あ
る︶

2
︵

。
以
降
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
﹁
Ｆ
Ｂ
﹂、フ
ー

ド
バ
ン
ク
関
西
を
﹁
Ｆ
Ｂ
Ｋ
﹂
と
適
宜
略
し
て
記
載
す
る
。

一
‐
二　

本
論
文
の
構
成

本
論
文
は
、
以
下
の
よ
う
に
構
成
す
る
。

ま
ず
本
章
の
次
節
以
降
で
、
使
用
す
る
用
語
の
説
明
と
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
た
団
体
・
ス
タ
ッ
フ
の
概
要
を
述
べ
る
。

第
二
章
で
は
、
先
行
研
究
が
提
出
し
て
い
る
社
会
集
団
や
﹁
つ
な

が
り
﹂
の
類
型
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
の
ち
、
と
り
わ
け
フ
ー
ド
バ
ン

ク
と
関
わ
り
の
深
い
、
貧
困
や
つ
な
が
り
の
希
薄
化
と
い
っ
た
問
題

を
軸
に
日
本
社
会
を
概
観
す
る
。
ま
た
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、

概
要
や
近
年
の
動
向
な
ど
を
先
行
研
究
を
も
と
に
提
示
す
る
。

次
に
第
三
章
で
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
現
状
や
課
題
、
先
行
研
究

で
の
知
見
を
ま
と
め
、
本
論
文
の
意
義
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。 

第
四
章
で
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
訪
問
・
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る

聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
記
し
、
先
行
研
究
な
ど
の
デ
ー
タ
も
参
照

し
つ
つ
分
析
を
行
っ
た
。

第
五
章
で
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
振
り
返
り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活

動
の
実
態
や
ス
タ
ッ
フ
に
見
ら
れ
る
特
徴
な
ど
を
ま
と
め
る
。

一
‐
三　

用
語
の
説
明
・
定
義

最
初
に
、
使
用
す
る
用
語
の
定
義
（
他
文
献
か
ら
の
引
用
の
場
合

を
除
く
）
と
、
本
論
文
で
主
に
取
り
上
げ
る
、
市
民
を
主
体
と
し
た

食
支
援
活
動
に
関
す
る
一
般
的
な
説
明
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

本
論
文
で
の
議
論
に
関
わ
る
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂
や
﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
﹂、
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一
‐
四　

聞
き
取
り
対
象
団
体
・
聞
き
取
り
対
象
者
の
概
要

続
い
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
と
聞
き
取
り
対
象
者
（
代
表
者
以

外
は
仮
名
）
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

・
団
体
／
活
動
概
要

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西（

（
（

・
所
在
地
:
神
戸
市
東
灘
区

・
代
表
:
中
島
眞
紀
理
事
長

・
二
〇
〇
三
年
に
活
動
開
始

・
主
な
活
動
日
:
月
曜
日
~
土
曜
日
（
土
曜
日
は
シ
フ
ト
制
）

・ 

役
員
含
め
全
員
が
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
活
動
に
か
か
る
交
通

費
等
の
み
支
給
）。
現
在
約
一
〇
〇
名

・
Ｆ
Ｂ
団
体
の
中
で
は
比
較
的
規
模
が
大
き
い

・
運
営
費
:
会
費
、
寄
付
金
、
助
成
金

・ 

主
幹
事
業
:
品
質
に
問
題
は
な
い
が
廃
棄
さ
れ
る
食
品
を
企
業

や
個
人
か
ら
引
き
取
り
、
社
会
的
弱
者
を
支
え
る
非
営
利
団
体

や
困
窮
す
る
個
人
に
直
接
、
分
配
す
る
こ
と

・ 

兵
庫
県
下
の
子
ど
も
食
堂
が
加
入
す
る﹁
兵
庫
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
﹂
を
立
ち
上
げ
、
事
務
局
と
し
て
運
営
に
関
わ
っ
て

い
る

ス
タ
ッ
フ
の
男
女
比
は
お
よ
そ
一
対
一
で
、
高
校
生
~
八
〇
代
ま

で
所
属
し
て
い
る
が
、
若
年
層
は
少
な
く
、
五
〇
代
以
上
の
人
の
割

表１　フードバンク関西所属の聞き取り対象者の概要調査対象者

調査対象者 プロフィール（主な担当業務、経歴など） インタビュー形式

位頭さん
（60 代男性）

毎週の食品回収・配送を担う。活動歴約 3 年。定年退
職後にすることを探し NPO・ボランティア団体を調べ
ていた中で FBK を知る。

対面で約 1 時間

小鳥遊さん
（50 代男性）

食品の入庫や検品、回収・配送業務、イベント運営な
どを担う。会社では社内向けの IT 業務に携わっていた
が、コロナ禍で人との交流が大きく減ったことを機に、
FBK と犬や猫の保護施設でボランティアを始めた。

対面で約 40 分

舟生さん
（70 代男性）

隔週で食品回収・配送、事務所作業を担う。定年まで
パイロットとして働き、退職後の空いた時間の使い道
を考えていたとき、たまたま FBK が目に留まって活動
を始めた。

対面で約 50 分

小鯛さん
（60 代男性）

週 2 回の食品回収・配送を担う。50 代で退職し、食品
ロス削減など命を無駄にしないためにできることを探
していたとき、FBK に出会った。

対面で約 50 分

札波さん
（60 代女性）

夫の岩柴さんとともに毎週、食品の回収・配送を担う。
夫が60代で退職した後、2人でFBKでの活動を始めた。
地域の猫の世話・猫問題に関する啓発を行うボランティ
アもしている。古民家を改装したレンタルスペースの
運営も手掛ける。

電話で約 1 時間

四家さん
（60 代男性）

週 3 回、入庫や在庫管理、行政関連の事務、食品回収・
配送などを担う。会社の CSR 関連の業務をしていた中
で FB の存在を知り、定年退職後に FBK の一員となる。

対面で約 1 時間

・
聞
き
取
り
対
象
者
の
概
要
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合
が
高
い
。
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
内
容
は
、
車
で
の
食
品
回
収
・
デ
リ

バ
リ
ー
（
配
送
）
と
事
務
所
内
作
業
の
二
つ
に
大
分
さ
れ
る
。
事
務

所
作
業
と
し
て
は
、
入
庫
し
た
食
品
の
検
品
、
仕
分
け
、
箱
詰
め
・

発
送
、
シ
ス
テ
ム
で
の
在
庫
管
理
、
会
計
等
の
事
務
作
業
な
ど
が
あ

る
。ま
た
、多
く
の
ス
タ
ッ
フ
は
活
動
す
る
曜
日
が
あ
る
程
度
決
ま
っ

て
い
る
。

活
動
へ
の
参
加
頻
度
は
、
週
に
七
日
活
動
に
関
わ
る
こ
と
の
あ
る

ス
タ
ッ
フ
も
い
れ
ば
、
Ｈ
Ｐ
の
作
成
・
更
新
の
担
当
や
在
庫
管
理
シ

ス
テ
ム
関
連
の
担
当
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
年
に
数
回
の
み
参
加
す

る
ス
タ
ッ
フ
も
お
り
、
幅
が
大
き
い
。
土
曜
日
の
作
業
へ
の
参
加
者

は
三
ヶ
月
ご
と
に
シ
フ
ト
を
組
ん
で
い
る
が
、
私
生
活
の
都
合
で

三
ヶ
月
の
う
ち
一
度
も
参
加
せ
ず
と
も
問
題
な
く
、
長
期
的
に
活
動

を
休
む
こ
と
も
で
き
る
。

二　

�「
つ
な
が
り
」
の
あ
り
方
と
変
遷
／
日
本
社
会
の
課

題
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
概
要
・
動
向

二
‐
一　

近
代
に
お
け
る
「
つ
な
が
り
」
に
関
す
る
諸
分
類

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
論
じ
る
に

あ
た
り
、
こ
の
活
動
の
特
徴
や
そ
こ
で
の
人
間
関
係
の
あ
り
方
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
ま
ず
は
先
行
研
究
の
提
出

し
て
い
る
社
会
集
団
・
社
会
関
係
の
諸
類
型
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ

と
に
す
る
。
本
論
文
で
は
近
代
以
降
の
議
論
で
あ
る
、
上
野
千
鶴
子

の
﹁
選
択
縁
﹂
を
主
に
取
り
上
げ
る
。

近
代
以
降
の
社
会
で
は
、
血
縁
や
地
縁
と
い
っ
た
﹁﹃
選
べ

な
い
︿
つ
な
が
り
﹀﹄﹂
で
は
な
い
、マ
ッ
キ
ー
バ
ー
の
い
う
﹁
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂、す
な
わ
ち
自
分
の
意
思
で
﹁﹃
選
べ
る
︿
つ

な
が
り
﹀﹄﹂
が
次
第
に
増
加
し
て
き
た
（
田
所 2014: 5-6

）。

こ
れ
ら
を
指
す
言
葉
と
し
て
﹁
社
縁
﹂
と
い
う
概
念
が
誕
生
す

る
（
上
野 1987

）。

そ
の
後
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
、
女
性
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

研
究
の
先
駆
者
と
さ
れ
る
社
会
学
者
の
上
野
千
鶴
子
は
、
今
や

血
縁
・
地
縁
以
外
の
人
間
関
係
の
領
域
が
大
き
く
広
が
っ
て
お

り
、
こ
の
血
縁
・
地
縁
で
な
い
関
係
が
﹁
社
縁
﹂
と
い
う
名
で

一
括
り
に
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
。
代
表
的
な

社
縁
で
あ
る
企
業
や
自
由
意
志
に
よ
る
結
婚
か
ら
生
ま
れ
る
縁

さ
え
、
昨
今
で
は
血
縁
・
地
縁
と
同
様
に
一
度
加
入
す
れ
ば
な

か
な
か
抜
け
ら
れ
な
い
拘
束
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
一
方
で

﹁
互
い
に
相
手
を
選
び
合
う
自
由
で
多
元
的
な
人
間
関
係
の
領

域
﹂
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
上
野
は
表
２
の
よ
う

に
、
血
縁
・
地
縁
・
社
縁
を
﹁
選
べ
な
い
縁え

に
し﹂
と
し
、
そ
の
い

ず
れ
に
も
還
元
で
き
な
い
新
し
い
人
間
関
係
を
﹁
選
択
縁
﹂
と

称
し
た
（
上
野 1987

）。

上
野
は
、
選
択
縁
の
特
徴
と
し
て
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
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①
自
由
で
開
放
的
な
関
係

②
メ
デ
ィ
ア
媒
介
型
の
性
格

③
過
社
会
化
さ
れ
た
役
割
か
ら
の
離
脱

第
一
に
、
加
入
も
脱
退
も
自
由
で

拘
束
性
を
も
た
ず
、
縁
か
ら
抜
け
て

も
不
利
益
を
被
ら
な
い
こ
と
、
第
二

に
、﹁
特
定
の
情
報
や
シ
ン
ボ
ル
を

媒
介
に
﹂
し
た
結
び
つ
き
の
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
／
オ
フ
ラ
イ
ン
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
共
有
し

つ
つ
も
匿
名
性
を
保
て
る
こ
と
だ︶

4
︵

。

そ
し
て
第
三
に
、﹁
過
社
会
化
さ
れ

た
役
割
﹂
か
ら
離
脱
で
き
る
こ
と
で

あ
る
（
上
野 1987

）。

二
‐
二　

�

日
本
に
お
け
る
貧
困
・

つ
な
が
り
の
希
薄
化

続
い
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
と
り
わ
け

関
係
の
深
い
、
日
本
の
貧
困
問
題
と
つ
な

が
り
の
希
薄
化
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
説
明

し
た
い
。

近
年
、
日
本
で
は
子
ど
も
の
貧
困
を
は

表２　従来型ボランティア／エピソディック・ボランティアの比較

マッキーバー コミュニティ アソシエーション

上野千鶴子
血縁 地縁 社縁 選択縁

選べない縁 選べる縁

出典：上野千鶴子（1987）をもとに筆者作成

じ
め
と
す
る
貧
困
問
題
に
社
会
的
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
貧
困

の
状
況
を
表
す
代
表
的
な
数
値
と
し
て
、﹁
相
対
的
貧
困
率
﹂
が
挙

げ
ら
れ
る
。
相
対
的
貧
困
率
と
は
、﹁
等
価
可
処
分
所
得
の
中
央
値

の
半
分
の
額
﹂
で
あ
る
﹁
貧
困
線
に
満
た
な
い
世
帯
員
の
割
合
﹂
の

こ
と
で
あ
る
（
厚
生
労
働
省 2023: 40

）。

厚
生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
一
年
の

国
民
全
体
の
相
対
的
貧
困
率
は
一
五
・
四
％
で
（
厚
生
労
働
省 2023: 

14

）、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟
し
て
い
る
先
進
国
の
中
で
も
高
い
割
合
で

あ
る︶

5
︵

。
ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯︶

6
︵

の
相
対
的
貧
困
率
は
四
四
・
五
％
と

（
厚
生
労
働
省 2023: 14

）、
半
数
近
く
が
困
窮
状
態
に
あ
る
。
現
在

ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
社
会
へ
の
影
響
が
長
引
き
、
食

料
品
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
価
格
の
高
騰
も
相
次
ぐ
中
、
低
所
得
者

層
ほ
ど
昨
今
の
食
料
価
格
上
昇
か
ら
受
け
て
い
る
負
担
は
大
き
い
と

い
う
調
査
結
果
も
あ
り
（
農
林
水
産
省 2023: 54

）、
元
々
経
済
的

に
ゆ
と
り
が
な
か
っ
た
世
帯
が
困
窮
に
陥
り
や
す
い
状
況
が
続
い
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
中
、
各
地
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
食
料
支
援
を
求
め
る
声

の
増
加
が
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
て
お
り︶

7
︵

、
厳
し
い
生
活
状
況
に
あ
る

人
々
の
存
在
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

都
市
社
会
学
の
観
点
か
ら
生
活
困
窮
者
支
援
な
ど
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
稲
月
正
に
よ
れ
ば
、
貧
困
（
生
活
困
窮
状
態
）
の
主
た
る

形
は
、
生
活
資
源
が
な
い
と
い
う
経
済
的
困
窮
で
あ
り
、
こ
の
経
済

的
困
窮
と
社
会
的
孤
立
は
循
環
的
な
関
係
に
あ
り
互
い
を
深
刻
化
さ
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テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
人
の
割
合
の
高
ま
り
は
見
ら
れ
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
十
歳
以
上
の
人
が
一
日
の
う
ち
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
・
社
会
参
加
活
動
﹂
に
費
や
し
た
時
間
の
週
全
体
平
均
は

二
〇
二
一
年
調
査
で
わ
ず
か
二
分
と
、﹁
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
﹂（
一
一
七

分
）
や
﹁
趣
味
・
娯
楽
﹂（
四
十
八
分
）
な
ど
の
十
種
類
の
三
次
活

動︶
10
︵

の
中
で
最
も
短
い
結
果
で
あ
っ
た
（
統
計
局 2022

）。

以
上
の
よ
う
に
、
統
計
で
把
握
で
き
る
限
り
に
お
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
決
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
が

続
い
て
お
り
、
日
本
人
の
余
暇
時
間
の
使
い
道
と
し
て
主
流
に
は

な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
う
し
た
中
、
本
論
文
で
詳

し
く
取
り
上
げ
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
日
本
で
は

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
誕
生
し
、
こ
こ
十
数
年
で
急
速
に
広
ま
っ
て

き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
団
体
や
そ
の
ス
タ
ッ

フ
に
は
、
従
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
異
質
な
あ
り
方
や
特
徴
が
見

ら
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
は
そ
の
時
代
の
社
会
情
勢
に
影

響
を
受
け
て
揺
れ
動
き
、
担
い
手
の
意
識
や
意
味
付
け
も
さ
ま
ざ
ま

に
変
化
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
荒
井 2019; 

関 2014; 

仁
平 2011; 

早
瀬 2014;

）。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
日
本
で
生
ま
れ
て
間
も
な
い
こ
と

か
ら
、
現
代
日
本
社
会
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
抱

き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
何
を
求
め
、
い
か
な
る
価
値
を
見
出
し

て
い
る
の
か
が
、
そ
の
調
査
研
究
を
通
じ
て
と
り
わ
け
明
確
に
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

せ
て
い
く
（
稲
月 2021: 20-1

）。

貧
困
問
題
は
こ
の
よ
う
に
つ
な
が
り
の
欠
如
と
深
い
関
係
に
あ
る

が
、
現
在
の
日
本
は
困
窮
者
に
限
ら
ず
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
て
い
る
﹁
無
縁
社
会
﹂
と
呼
ば
れ
る
状
況
に
あ
る
。
地
縁
・

血
縁
・
社
縁
と
い
う
、
地
域
や
家
族
・
親
類
、
会
社
と
の
絆
が
失
わ

れ
て
き
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る︶

8
︵

。

実
際
、
内
閣
府
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
﹁
社
会
意
識
に
関
す
る
世

論
調
査
﹂
で
は
、
地
域
で
の
付
き
合
い
を
ど
の
程
度
し
て
い
る
か
を

尋
ね
て
い
る
が
、﹁
よ
く
／
あ
る
程
度
付
き
合
っ
て
い
る
﹂
と
答
え

る
人
の
割
合
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
（
内
閣
府

2023: 21-3

）、
人
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
・
薄
い
と
い
う
状
態
に
あ

る
人
々
は
、日
本
に
お
い
て
着
実
に
増
え
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
な
が
り
の
欠
乏
、
す
な
わ
ち
社
会
的
孤
立
が
広
ま
る
中
、
行
政

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
不
全
や
、
支
援
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず

公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
ら
な
い
﹁
制
度
の
狭
間
﹂
の
問
題

も
顕
在
化
し
て
い
る
（
湯
浅 2021: 194-5,199

）。

二
‐
三　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
概
要
と
動
向

統
計
か
ら
見
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
日
本

人
の
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

総
務
省
の
社
会
生
活
基
本
調
査
で
調
べ
ら
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
行
動
者
率︶

9
︵

は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
最
新
の
二
〇
二
一
年
調

査
ま
で
減
少
も
し
く
は
横
ば
い
の
状
態
で
あ
り
、
長
ら
く
ボ
ラ
ン



314

社会学雑誌　第 41号

本
論
文
で
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
論
じ

る
に
あ
た
り
加
え
て
書
き
記
し
て
お
き
た
い
動
き
と
し
て
、﹁
エ
ピ

ソ
デ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂
あ
る
い
は
﹁
ち
ょ
い
ボ
ラ
（
ち
ょ

こ
ボ
ラ
）﹂
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
場
・
拡
大
が
挙
げ
ら

れ
る
。

エ
ピ
ソ
デ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
近
年
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
﹁
新
し
い
タ
イ
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
総
称
﹂
で
あ
り
、

﹁
マ
イ
ペ
ー
ス
﹂
が
一
番
の
特
徴
と
さ
れ
る
（
須
田 2010

）。
社
会

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
を
専
門
と
す
る
高
木
寛
之
はH

ustinx 
and Lam

m
ertyn

（2004

）
とM

acduff
（2005

）
を
も
と
に
、長
期
的
・

定
期
的
・
安
定
的
に
活
動
に
従
事
す
る
﹁
従
来
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂

の
対
概
念
と
し
て
﹁
エ
ピ
ソ
デ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂
を
置
き
、

四
つ
の
観
点
か
ら
両
者
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
（
高
木 2009

）。
こ

の
高
木
（2009

）
の
議
論
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
表
３
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、
エ
ピ
ソ
デ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
は
異
な
り
、
所
属
組
織
や
支
援
す
る
相
手
で
は
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
﹁
自
分
自
身
﹂
に
よ
り
重
き
を
置
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

表３　従来型ボランティア／エピソディック・ボランティアの比較

観点 従来型のボランティア エピソディック・ボランティア

①文化 伝統的な文化規範からなる 「私的選好による個別性」を重視した内的規範をもつ

②�組織・活動分野・
活動の選択

地縁や血縁、性別役割など
にもとづき活動を選択
→組織への帰属意識が強い

帰属意識は低く、自らが活動から何を得られるかを
重視する傾向にある

③参加の期間と量 長期的に関わり、中核メン
バーとして従事

自分の都合が良い日時限りでの参加が多く、1 つの
組織で継続的に活動することは少ない
→�短期的な参加や、不定期・不規則な非連続的参加

となる

④受益者との関係
組織のミッション実現を最
重要とし、自己犠牲的に動
く傾向にある

組織の利害やミッションへの関心は薄い
自己実現・自己成長につながる活動を選ぶため、
受益者とは互酬的な関係

出典：高木（2009）をもとに筆者作成
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三　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
概
要
と
特
徴

本
章
か
ら
は
、
こ
こ
ま
で
の
内
容
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
Ｆ
Ｂ

に
的
を
絞
っ
て
論
考
を
進
め
て
い
く
。

こ
こ
で
は
、
実
態
調
査
や
先
行
研
究
を
も
と
に
、
Ｆ
Ｂ
の
実
態
や

現
状
、
課
題
に
つ
い
て
概
観
し
、
本
論
文
の
意
義
も
再
度
確
認
す
る
。

三
‐
一　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
概
要
と
現
状

農
林
水
産
省
は
、
Ｆ
Ｂ
と
は
﹁
食
品
企
業
の
製
造
工
程
で
発
生
す

る
規
格
外
品
な
ど
を
引
き
取
り
、福
祉
施
設
等
へ
無
料
で
提
供
す
る
﹂

団
体
・
活
動
で
あ
る
と
し
、﹁
食
品
ロ
ス
削
減
を
図
る
一
つ
の
手
段

と
し
て
﹂
こ
の
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る︶

11
︵

。

Ｆ
Ｂ
は
一
九
七
六
年
に
ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
世
界
に
広
ま
っ
た
。

日
本
で
は
二
〇
〇
二
年
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ア
メ
リ
カ
人
を
中
心

に
﹁
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
﹂
が
初
の
本
格
的
な
Ｆ
Ｂ

と
し
て
立
ち
上
が
り
（
大
原 2008

）、
以
降
、
Ｆ
Ｂ
団
体
の
数
は
緩

や
か
な
ペ
ー
ス
で
増
加
を
続
け
て
い
た
。
だ
が
こ
こ
数
年
は
と
り
わ

け
そ
の
伸
び
が
大
き
く
、 

二
〇
一
九
年
度
に
行
わ
れ
た
全
国
の
Ｆ
Ｂ

を
対
象
と
す
る
﹁
フ
ー
ド
バ
ン
ク
実
態
調
査
事
業
﹂
の
報
告
書
（
流

通
経
済
研
究
所 2020

）（
以
下
、﹁
二
〇
一
九
年
度
調
査
﹂
と
呼
ぶ
）

に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
六
年
以
降
に
開
始
し
た
団
体
が
全
体
の
半
数
以

上
を
占
め
て
い
る
（
流
通
経
済
研
究
所 2020

）。
二
〇
二
三
年
九
月

時
点
で
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
二
五
二
の
Ｆ
Ｂ
の
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
る︶

12
︵

。

だ
が
、
二
〇
一
九
年
度
調
査
に
よ
る
と
Ｆ
Ｂ
は
八
割
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
も
し
く
は
任
意
団
体
、
す
な
わ
ち
民
間
団
体
で
あ
り
、
活
動
に
携

わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
総
数
は
約
九
割
の
団
体
が
二
十
人
以
下
と
、
大
多

数
の
Ｆ
Ｂ
は
小
規
模
か
つ
不
安
定
な
運
営
基
盤
の
も
と
に
成
り
立
っ

て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
ま
た
実
際
、
同
調
査
で
は
活
動
上
の
課
題

と
し
て
八
割
近
い
団
体
が
人
員
不
足
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
Ｆ
Ｂ
団
体
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
働
き
が
重
要
な

活
動
の
支
え
と
な
っ
て
お
り
、
人
材
確
保
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
場

合
が
多
い
と
言
え
る
。

三
‐
二　

�

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
関
す
る
先
行
研
究
と
本
論
文
の

意
義

続
い
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
も
と
に
、
そ

の
目
的
や
理
念
、
機
能
な
ど
に
関
し
て
見
て
い
く
。
先
述
し
た
定
義

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
Ｆ
Ｂ
は
大
き
く
食
品
ロ
ス
問
題
と
貧
困
問
題

と
い
う
二
つ
の
社
会
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
た
だ
、
日
本
国
内

で
の
Ｆ
Ｂ
の
調
査
研
究
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
蓄
積
が
少
な

い
だ
け
で
な
く
、
食
品
ロ
ス
低
減
の
側
面
に
注
目
し
た
も
の
が
目
立

ち
（
小
関 2018: 105

）、
研
究
の
観
点
に
は
偏
り
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
は
そ
の
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
例
え
ば

Ｆ
Ｂ
が
生
み
出
す
食
品
寄
付
体
系
が
文
脈
依
存
的
な
価
値
を
有
し
て

い
る
と
い
う
指
摘
（
小
林 2019a, 2019b

）
や
、
実
例
を
も
と
に
Ｆ
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Ｂ
が
地
域
活
性
化
を
担
い
う
る
と
示
し
た
報
告
（
原
田 2018

）
が

あ
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｂ
か
ら
の
食
料
を
受
け
取
っ
て
い
る
団
体
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
・
聞
き
取
り
か
ら
、
Ｆ
Ｂ
に
よ
る
支
援
に
は
①
利
用

者
と
福
祉
団
体
と
の
つ
な
が
り
の
維
持
・
強
化
、
②
と
く
に
生
活
が

逼
迫
し
て
い
る
人
々
へ
の
即
時
的
な
支
援
、
③
利
用
者
の
精
神
面
へ

の
プ
ラ
ス
の
影
響
と
い
っ
た
役
割
・
効
果
が
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た

研
究
（
佐
藤 2018a: 78-95
）
な
ど
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
Ｆ
Ｂ
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
や
意
義
を
実
際
に
有

し
、
ま
た
有
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
大
半
の
Ｆ
Ｂ
は
主

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
寄
付
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て
お
り
（
佐
藤 

2018a: 70

）、
財
源
確
保
と
並
ん
で
人
材
の
確
保
と
育
成
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
こ
で
活
動
す
る
ス
タ
ッ
フ
に
焦
点
を
当
て
た
調
査
研
究

は
、
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
数
少
な
い
先
行
研
究
の

一
つ
と
し
て
、
髙
橋
・
大
江
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
用
い
た
Ｆ

Ｂ
運
営
者
の
満
足
度
の
決
定
要
因
を
探
っ
た
も
の
が
あ
る
（
髙
橋
・

大
江 2021

）
が
、
対
象
は
運
営
者
の
み
、
か
つ
サ
ン
プ
ル
数
も
少

な
く
、
回
答
の
詳
し
い
背
景
も
掴
め
な
い
。
こ
の
Ｆ
Ｂ
と
い
う
新
し

い
活
動
に
お
け
る
人
間
関
係
・
相
互
行
為
の
在
り
よ
う
や
、
ス
タ
ッ

フ
の
参
加
動
機
、
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
効
果
・
継
続
要
因
な
ど
、
Ｆ

Ｂ
が
活
動
を
継
続
し
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
ス
タ
ッ
フ
の
内
面

的
な
部
分
に
関
し
て
は
、
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

加
え
て
、﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂
と
一
概
に
言
っ
て
も
、
活
動
分
野

に
よ
っ
て
参
加
動
機
の
種
類
が
異
な
る
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
す
る

先
行
研
究
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
（
例
え
ば
、
桜
井 2007; 

森
ほ
か 

2010

）、Ｆ
Ｂ
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、他
の
既
存
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
見
ら
れ
る
も
の
と
は
異
な
る
要
素
や
特
徴
が

観
察
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
誕
生
し
て
か
ら
と
り

わ
け
こ
こ
数
年
で
大
き
く
広
ま
り
、
社
会
的
な
注
目
度
も
高
ま
っ
て

い
る
Ｆ
Ｂ
に
限
定
し
て
、
そ
の
詳
し
い
実
態
や
ス
タ
ッ
フ
の
参
加
要

因
や
特
徴
、
生
み
出
さ
れ
る
相
互
行
為
の
あ
り
よ
う
な
ど
を
究
明
す

る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
と
言
え
る
。

そ
こ
で
以
降
の
章
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｂ
を
実
際
に
訪
問
し
て
見
聞
き

し
た
、
活
動
現
場
の
実
態
や
運
営
者
を
含
む
ス
タ
ッ
フ
の
語
り
を
分

析
す
る
。そ
れ
に
よ
り
、い
か
な
る
人
々
に
よ
っ
て
活
動
が
成
り
立
っ

て
い
る
の
か
、
何
故
そ
こ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
選
択
・
継
続
し
て

い
る
の
か
、
と
い
っ
た
、
単
純
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
事
例
報
告
か

ら
は
見
え
て
こ
な
い
こ
と
の
解
明
を
試
み
、
こ
の
活
動
特
有
の
要
素

を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。
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瞭
な
点
な
ど
は
調
査
者
が
一
部
補
足
し
た
。

四
‐
二　

�

フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
ス
タ
ッ
フ
の
語
り
の
分
析
と

特
徴　

以
下
、
実
際
に
聞
き
取
り
の
分
析
を
行
っ
て
い
く
。

四
‐
二
‐
一　

�

気
楽
さ
・
非
拘
束
性
へ
の
志
向
と
社
会
人
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
の
関
連

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
中
で
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
の
ス
タ
ッ
フ
か

ら
よ
く
聞
か
れ
た
の
が
、﹁
気
楽
に
や
り
た
い
﹂、﹁
束
縛
さ
れ
た
く

な
い
﹂
と
い
っ
た
語
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
語
り
か
ら
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
価
値
観
や
そ
れ
に
対
す
る
社
会

人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
影
響
が
読
み
取
れ
た
。

位
頭
さ
ん
（
六
〇
代
男
性
）
は
約
三
年
間
、
主
に
デ
リ
バ
リ
ー
担

当
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
活
動
し
て
お
り
、
現
在
は
毎
週
決

ま
っ
た
曜
日
に
、
企
業
か
ら
の
食
品
の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

位
頭
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
探
し
始
め
た
の

は
、
長
年
勤
め
て
き
た
会
社
の
退
職
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

位
頭
さ
ん
: 

僕
は
、
三
年
ほ
ど
前
に
会
社
を
退
職
し
た
ん
で
す

け
ど
、
退
職
す
る
前
に
、
退
職
し
た
ら
何
し
よ
う

か
な
と
思
っ
て
。
で
、
ま
あ
一
つ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

活
動
に
ち
ょ
っ
と
興
味
が
あ
っ
た
ん
で
、
ネ
ッ
ト

四　
�

聞
き
取
り
か
ら
見
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
実
態
・
特
徴

四
‐
一　

調
査
の
目
的
と
概
要

本
章
で
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
の
運
営
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ

ら
に
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と
で
、
団
体
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
あ
り

方
や
特
性
を
捉
え
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
開
始
・
継
続
の
要
因
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

調
査
者
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
よ
り
現
在
ま
で
、
Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
の
土

曜
日
の
事
務
所
作
業
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
三
ヶ
月
に
二
~
四
回
程
度
活

動
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
Ｆ
Ｂ
Ｋ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
や
、
お
祭
り
・
食
品
展
示
会
な
ど
で
の
啓
発
活
動
に
も
参
加

し
て
き
た
。

聞
き
取
り
調
査
は
、
理
事
長
の
許
可
を
得
て
、
平
日
に
も
事
務
所

を
訪
ね
て
作
業
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
活
動
の
妨
げ
と
な
ら
な
い

よ
う
手
が
空
い
た
ス
タ
ッ
フ
に
協
力
を
依
頼
し
、
主
に
事
務
所
に
て

対
面
で
実
施
し
た
。
質
問
項
目
は
、
主
な
担
当
業
務
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
・
Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
の
活
動
を
開
始
・
選
択
し
た
理
由
、
活
動
の
や

り
が
い
や
面
白
さ
、
こ
れ
ま
で
の
経
歴
、
価
値
観
に
関
す
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。
聞
き
取
り
時
に
は
各
調
査
対
象
者
の
承
諾
を
得
て
録
音

し
、
二
〇
二
三
年
六
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
一
人
に
つ
き
三
十

分
~
一
時
間
程
度
行
っ
た
。
な
お
、
録
音
が
不
鮮
明
な
箇
所
や
不
明
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位
頭
さ
ん
: 

パ
ー
ト
と
か
ね
、
派
遣
社
員
と
か
、
あ
あ
い
う
の

は
や
っ
ぱ
り
時
間
帯
が
ね
。﹁
あ
、
こ
れ
え
え
な
﹂

と
思
う
も
ん
も
あ
る
け
ど
、
朝
が
も
の
す
ご
く
早

か
っ
た
り
と
か
、
休
み
が
少
な
い
と
か
⋮
⋮
や
っ

ぱ
り
、
せ
っ
か
く
も
う
退
職
し
た
ん
や
か
ら
、
あ

ん
ま
り
フ
ル
に
働
き
た
く
な
い
ん
で
。
そ
れ
な
の

に
、
休
み
が
少
な
い
な
あ
と
か
ね
。
な
ん
だ
か
ん

だ
と
、
や
っ
ぱ
り
マ
ッ
チ
し
な
い
な
と
。

こ
の
語
り
に
は
、
長
年
の
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
生
活
に
区
切
り
が

つ
い
た
退
職
後
の
生
活
で
は
、
早
朝
か
ら
の
勤
務
や
長
時
間
の
拘
束

を
さ
れ
る
よ
う
な
活
動
は
避
け
た
い
と
い
う
思
い
が
表
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、﹁
と
は
い
え
、
家
で
ぼ
ー
っ
と
し
と
っ
て
も
も
っ

た
い
な
い
ん
で
、
体
が
動
く
う
ち
は
な
に
か
社
会
貢
献
を
し
よ
う
か

な
﹂
と
考
え
、
も
う
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

調
べ
始
め
た
そ
う
だ
。そ
の
中
で
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
選
ん
だ
の
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
社
会
課
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
代
社
会

の
状
況
に
合
っ
た
活
動
で
あ
る
と
感
じ
た
か
ら
だ
っ
た
。

位
頭
さ
ん
:
や
っ
ぱ
り
一
番
、
今
の
時
代
に
マ
ッ
チ
し
て
る
と

い
う
こ
と
で
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、食
品
ロ
ス
と
い
う
の
が
、結
構
や
っ

ぱ
り
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
し
。
一
番
、

で
、
自
宅
の
周
辺
に
ど
う
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
団
体
が

あ
る
ん
か
な
と
い
う
の
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
っ

て
。
だ
け
ど
、あ
ん
ま
り
﹁
こ
れ
は
︹
や
り
た
い
︺﹂

と
い
う
の
は
、
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
。
で
、

そ
う
い
う
中
で
、
テ
レ
ビ
か
な
ん
か
で
見
た
こ
と

あ
っ
た
ん
か
な
⋮
⋮
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
い
う
、
食

品
ロ
ス
と
か
の
、
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
絡
ん
だ

活
動
が
あ
る
の
を
ち
ら
っ
と
知
っ
て
て
。そ
ん
で
、

ネ
ッ
ト
で
調
べ
と
っ
た
ら
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西

と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
。
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

見
て
、
こ
れ
や
っ
た
ら
、
ま
あ
場
所
的
に
も
わ
り

と
近
い
し
、
ち
ょ
っ
と
一
回
や
っ
て
み
よ
う
か
な

と
思
っ
て
。

位
頭
さ
ん
は
社
会
課
題
へ
の
問
題
意
識
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
わ
る

活
動
で
あ
っ
た
Ｆ
Ｂ
に
目
が
留
ま
っ
た
そ
う
だ
。﹁
場
所
的
に
も
わ

り
と
近
い
し
、
ち
ょ
っ
と
一
回
や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
﹂
と

い
っ
た
言
葉
か
ら
、
Ｆ
Ｂ
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て
始
め
た
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
探
し
て
い
た

中
で
相
対
的
に
興
味
を
引
か
れ
た
団
体
と
し
て
、
気
軽
な
気
持
ち
で

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

退
職
後
し
ば
ら
く
は
、
仕
事
探
し
も
行
っ
て
い
た
が
、
希
望
に
合

致
す
る
も
の
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
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か
な
と
。
あ
ん
ま
り
、せ
っ
か
く
退
職
し
た
の
に
、

ま
た
な
ん
か
気
ぃ
遣
っ
て
い
ろ
い
ろ
や
る
の
嫌
や

な
と
思
っ
て
。
で
き
る
だ
け
、
あ
ん
ま
り
ス
ト
レ

ス
も
か
か
ら
な
い
よ
う
に
。
そ
う
い
う
、
子
ど
も

食
堂
と
か
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ま
た
人
と
の
関

係
性
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
し
。
で
、
そ
れ
こ

そ
食
品
を
取
り
扱
っ
て
料
理
し
て
出
す
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
や
っ
ぱ
、
衛
生
上
の
い
ろ
ん
な
問

題
も
あ
る
や
ろ
う
し
。

調
査
者　

: 

や
っ
ぱ
り
子
ど
も
食
堂
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
の
活

動
に
対
し
て
は
、
料
理
を
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

と
か
、
子
ど
も
を
相
手
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
か
。

位
頭
さ
ん
: 

う
ん
。
そ
れ
結
構
や
っ
ぱ
り
、
難
し
い
仕
事
や
な

と
思
う
し
、
そ
れ
こ
そ
、
子
ど
も
と
い
え
ど
も
人

間
や
か
ら
、人
間
を
相
手
に
し
て
や
る
と
な
る
と
、

対
人
関
係
で
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い
ろ
⋮
⋮
人
間
だ

か
ら
、
親
御
さ
ん
に
も
ま
た
い
ろ
ん
な
人
が
い
て

る
か
ら
⋮
⋮
な
ん
か
、
面
倒
な
こ
と
に
な
る
と
嫌

や
な
。
も
う
、
気
楽
に
や
り
た
い
な
と
い
う
。

こ
こ
ま
で
の
語
り
か
ら
、
位
頭
さ
ん
が
求
め
る
﹁
気
楽
さ
﹂
の
内

実
と
し
て
、﹁
無
理
の
な
い
時
間
帯
・
多
す
ぎ
な
い
活
動
時
間
数
（
活

注
目
さ
れ
て
る
ん
か
な
と
思
っ
て
。
で
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
選

ん
だ
ん
で
す
。

位
頭
さ
ん
が
退
職
さ
れ
た
頃
に
、
Ｆ
Ｂ
と
同
じ
く
社
会
課
題
に
取

り
組
む
新
た
な
動
き
と
し
て
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
子
ど
も
食

堂
に
も
言
及
し
て
み
た
と
こ
ろ
、﹁
気
楽
さ
﹂
が
活
動
の
選
択
基
準

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

調
査
者　

: 

ち
な
み
に
、
退
職
さ
れ
た
と
き
は
コ
ロ
ナ
禍
が
始

ま
っ
た
ぐ
ら
い
で
、
そ
こ
か
ら
結
構
、
子
ど
も
食

堂
も
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
と

思
う
ん
で
す
け
ど
、
子
ど
も
食
堂
で
活
動
す
る
こ

と
に
は
、
ご
興
味
を
持
た
れ
な
か
っ
た
ん
で
す

か
？

位
頭
さ
ん
: 

そ
っ
ち
の
方
は
ね
、
あ
ん
ま
り
ち
ょ
っ
と
、
向
い

て
な
い
な
と
思
っ
て
。

調
査
者　

:
と
い
う
の
は
？

位
頭
さ
ん
: 

子
ど
も
食
堂
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
う
ー
ん
、

ど
う
な
の
か
な
⋮
⋮
ま
あ
あ
ん
ま
り
、
子
ど
も
さ

ん
相
手
に
ね
、
い
ろ
い
ろ
や
る
の
は
、
ま
た
い
ろ

い
ろ
難
し
い
面
も
あ
る
し
。ま
あ
そ
れ
や
っ
た
ら
、

メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
方
に
い
っ
て
、
食
品
の
受
け
取

り
す
る
と
か
、
そ
ん
な
の
の
方
が
気
楽
に
で
き
る
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け
ど
ね
。
僕
は
あ
ん
ま
り
、
な
ん
か
そ
う
い
う
の

も
、
う
ー
ん
⋮
⋮
も
う
ち
ょ
っ
と
な
ん
か
、
気
楽

に
い
き
た
い
な
と
。

調
査
者　

: 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
方
が
気
楽
な
感
じ
が
す
る
ん
で

す
か
？

位
頭
さ
ん
: 

う
ん
、
そ
う
。
ま
あ
、︹
事
務
所
へ
︺
来
る
時
間

は
決
ま
っ
て
る
け
ど
、︹
担
当
業
務
が
終
わ
っ
た

後
、
家
に
︺
帰
る
の
は
、
も
う
自
分
の
都
合
で
、

二
時
に
帰
ろ
う
が
、
三
時
に
帰
ろ
う
が
ね
、
そ
の

辺
も
自
由
や
し
。

つ
ま
り
、
位
頭
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、
退
職
し
て
薄
れ

て
し
ま
っ
た
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

も
捉
え
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
地
域
で
の
活
動
よ
り
も
Ｆ
Ｂ
Ｋ

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
方
が
気
楽
だ
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
理

由
は
位
頭
さ
ん
自
身
も
す
べ
て
言
語
化
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い

が
、
こ
こ
に
は
地
縁
と
選
択
縁
と
い
う
つ
な
が
り
方
の
違
い
が
絡
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
地
縁
に
も
と
づ
く
組
織
は
い
っ
た
ん

入
る
と
な
か
な
か
抜
け
ら
れ
な
い
拘
束
性
を
も
っ
て
い
る
。
自
治
会

や
公
民
館
を
拠
点
と
す
る
組
織
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｋ
の
よ
う
な
選
択
縁
か
ら

な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
比
し
て
そ
う
し
た
性
格
が
強
い
と
予
想
さ
れ
る
。
ま

た
、
位
頭
さ
ん
は
、
子
ど
も
食
堂
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
関
わ

動
日
数
）﹂
の
他
に
、﹁
活
動
内
容
が
煩
雑
で
な
い
こ
と
﹂
や
﹁
人
間

関
係
の
煩
わ
し
さ
が
な
い
こ
と
﹂も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
位
頭
さ
ん
は
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
﹁
人
と
の
関
わ

り
﹂
に
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
活
動
は
避
け
た
い
と
考
え
る
一

方
で
、
仕
事
で
の
人
と
の
関
わ
り
が
な
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
人
や

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
新
た
に
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
も
抱
い
て

い
た
。
だ
が
地
域
に
根
差
し
た
団
体
に
加
わ
る
こ
と
は
あ
ま
り
﹁
気

楽
﹂
で
は
な
い
と
感
じ
る
の
だ
と
い
う
。

位
頭
さ
ん
: 

ど
う
し
て
も
、
退
職
す
る
と
や
っ
ぱ
り
、
世
間
か

ら
の
い
ろ
ん
な
情
報
と
か
、
世
の
中
と
の
つ
な
が

り
が
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が

す
る
ん
で
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ん
か
を
通
じ
て
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

ね
、維
持
し
て
お
き
た
い
。
そ
う
い
う
気
持
ち
が
、

結
構
あ
っ
て
。

調
査
者　

: 

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
で
も
そ
れ
な
ら
、
例
え
ば
、

自
治
会
や
公
民
館
で
や
っ
て
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
か
の
地
域
の
活
動
の
方
に
行
っ
て
み
よ
う
か
な

と
か
、
そ
う
い
う
考
え
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
か
？

位
頭
さ
ん
: 

そ
う
よ
ね
、
こ
こ
に
来
ら
れ
て
る
人
で
も
、
地
域

の
そ
う
い
う
の
で
活
動
さ
れ
て
る
人
も
い
て
ま
す
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と
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
保
た
な
い
と
ぼ
け

ち
ゃ
う
と
か
言
っ
て
（
笑
）、そ
ん
な
考
え
も
あ
っ

て
。
で
も
ね
、
考
え
た
ん
で
す
け
ど
。
パ
イ
ロ
ッ

ト
っ
て
い
う
の
は
、
一
日
安
全
に
飛
び
終
わ
れ
ば

仕
事
終
わ
り
な
ん
で
す
。（
中
略
）
一
日
︹
無
事

に
︺
飛
ん
で
よ
か
っ
た
な
、
で
終
わ
り
。（
中
略
）

結
局
残
っ
て
く
も
の
が
な
い
っ
ち
ゅ
う
の
か
な
。

後
輩
育
て
る
と
い
う
意
味
じ
ゃ
、
人
を
育
て
る
か

ら
人
が
残
る
ん
だ
け
ど
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
業
務
だ
け

で
は
、
う
ま
く
飛
べ
た
、
安
全
で
終
わ
っ
た
、
っ

て
い
う
だ
け
で
終
わ
っ
て
く
ん
で
。
だ
か
ら
ま

あ
、
人
と
関
わ
り
た
い
、
人
と
関
わ
っ
て
、
し
か

も
、
有
り
体
に
言
え
ば
、
あ
り
が
と
う
っ
て
言
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
し
た
い
な
と
。（
中
略
）
お

金
は
、
そ
こ
そ
こ
生
活
で
き
る
く
ら
い
あ
れ
ば
い

い
か
ら
、
お
金
じ
ゃ
な
く
て
。
そ
の
先
に
あ
る
も

の
っ
て
、感
謝
さ
れ
る
っ
て
こ
と
で
、そ
れ
は
や
っ

ぱ
り
、
す
ご
く
⋮
⋮
す
ご
く
、
自
分
に
プ
ラ
ス
に

な
る
。
僕
の
場
合
は
ね
。
誰
か
の
お
役
に
立
っ
て

る
っ
て
い
う
。
た
ま
た
ま
幸
せ
な
方
に
足
を
突
っ

込
ん
で
生
活
し
て
る
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
人
も

い
る
。
そ
し
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
余
力
の
あ
る
と
こ

ろ
で
お
手
伝
い
で
き
た
ら
な
っ
て
い
う
気
持
ち
は

り
、
人
間
関
係
で
の
煩
雑
さ
が
想
像
さ
れ
る
活
動
に
は
参
加
し
た
く

な
い
と
話
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
限
定
的
な
地
域
で
行

わ
れ
る
活
動
に
対
し
て
、
強
い
紐
帯
で
結
び
付
い
て
し
ま
う
拘
束
性

の
高
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
活
動

へ
の
参
加
を
躊
躇
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
‐
二
‐
二　
「
わ
が
ま
ま
」
な
利
他
の
成
立

七
〇
代
の
舟
生
さ
ん
も
、
活
動
開
始
の
一
つ
の
き
っ
か
け
が
定
年

退
職
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
や
束
縛
さ
れ
た
く
な
い
と
い

う
思
い
に
も
言
及
し
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
だ
。
位
頭
さ
ん
と
同

じ
く
、
当
時
Ｆ
Ｂ
を
選
ん
だ
こ
と
に
は
特
段
大
き
な
理
由
は
な
か
っ

た
そ
う
で
、
あ
る
と
き
ふ
と
思
い
立
っ
て
事
務
所
に
立
ち
寄
り
説
明

を
受
け
、
あ
ま
り
深
く
考
え
こ
む
こ
と
な
く
活
動
に
加
わ
る
こ
と
を

決
め
た
と
い
う
。
Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
歴
は
四
年
程
で
、
二

週
間
に
一
度
の
企
業
か
ら
の
食
品
の
引
き
取
り
・
受
け
取
り
団
体
へ

の
配
達
と
、
事
務
所
内
の
営
繕
を
主
に
行
っ
て
い
る
。

舟
生
さ
ん
は
あ
る
航
空
会
社
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
一
筋
で
定
年
ま
で
勤

め
上
げ
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
働
く

中
で
は
得
難
か
っ
た
も
の
が
得
ら
れ
る
と
語
る
。

舟
生
さ
ん
: 

ど
う
し
て
こ
こ
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
っ

て
考
え
る
と
、
最
初
は
、
も
う
定
年
退
職
し
て
家

で
暇
に
し
て
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
外
に
出
な
い
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ら
感
謝
さ
れ
た
い
と
い
う
思
い
は
利
己
的
な
動
機
に
分
類
で
き
る
だ

ろ
う
。
他
方
で
、
余
力
の
あ
る
自
分
が
誰
か
の
役
に
立
て
れ
ば
、
と

い
う
思
い
を
抱
い
て
い
る
こ
と
や
、
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
支
援
す
る
人
々
の
活
動
に
関
す
る
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
感
化

さ
れ
、﹁
子
ど
も
は
し
っ
か
り
食
べ
さ
せ
な
き
ゃ
だ
め
だ
﹂
と
共
感

し
た
、
な
ど
と
い
う
話
に
着
目
す
る
と
、
自
身
の
行
為
に
対
し
て
特

段
の
見
返
り
を
求
め
な
い
利
他
的
な
動
機
も
併
せ
も
っ
て
い
る
よ
う

に
も
受
け
取
れ
る
。﹁
利
他
﹂
と
﹁
利
己
﹂
は
一
見
矛
盾
す
る
概
念

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
個
人
の
内
面
ま
で
接
近
し
て
み
る

と
、
そ
れ
ら
は
混
在
し
対
立
す
る
こ
と
な
く
両
立
し
得
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
。

た
だ
、
利
他
的
な
動
機
の
中
に
も
、
か
つ
て
主
流
だ
っ
た
従
来
型

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
自
己
犠
牲
的
な
精
神
は
見
当
た
ら
な
い
。

先
述
の
位
頭
さ
ん
も
舟
生
さ
ん
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
前
提
と

し
て
﹁
自
己
が
犠
牲
に
な
ら
な
い
範
囲
で
あ
る
こ
と
﹂
を
求
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
舟
生
さ
ん
は
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

語
っ
て
く
れ
た
。

舟
生
さ
ん
: 

一
つ
、
も
う
す
ご
く
わ
が
ま
ま
な
ん
だ
け
ど
。
自

由
に
暮
ら
し
た
い
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
大
き
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
⋮
⋮
今
は
二
週

間
に
い
っ
ぺ
ん
だ
け
︹
定
期
で
の
デ
リ
バ
リ
ー
を

担
当
し
て
い
る
け
︺
ど
、
前
に
も
う
一
か
所
、︹
受

あ
り
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
仕
事
で
は
、
乗
客
と
の
関
わ
り
も
そ
う
多
く
は
な

い
で
あ
ろ
う
し
、
一
時
的
な
関
係
に
終
始
す
る
。
フ
ラ
イ
ト
中
や
目

的
地
到
着
後
の
現
地
滞
在
中
も
ご
く
少
数
の
仕
事
仲
間
と
し
か
深
く

関
わ
る
機
会
が
な
い
。
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
各
団
体

の
取
り
組
み
内
容
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
、
自
ら
と
同
じ
ス
タ
ッ
フ

や
支
援
対
象
者
と
の
継
続
的
な
人
間
関
係
が
生
ま
れ
る
。

Ｆ
Ｂ
Ｋ
に
は
、
参
加
頻
度
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
一
〇
〇
名
以

上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
が
い
る
。
さ
ら
に
舟
生
さ
ん
が
担
当
す

る
デ
リ
バ
リ
ー
業
務
で
は
、
定
期
的
に
食
品
を
寄
付
し
て
く
れ
る
企

業
の
担
当
者
や
受
け
取
り
団
体
の
人
々
と
も
関
わ
り
続
け
る
。
困
窮

す
る
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に
月
に
一
度
食
品
パ
ッ
ク
を
届
け
る
事

業
な
ど
で
は
、
は
が
き
を
通
じ
て
利
用
者
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
も
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
支
援
の
核
と
な
る
﹁
食
﹂
は
、
そ

れ
を
受
け
取
る
人
々
の
生
、
す
な
わ
ち
未
来
に
繋
が
る
も
の
と
も
言

え
る
だ
ろ
う
。

舟
生
さ
ん
に
と
っ
て
Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
数
十
年
間

身
を
置
い
て
き
た
環
境
と
は
大
き
く
異
な
る
、
多
数
の
人
々
と
の
つ

な
が
り
の
契
機
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
前
掲
の
語
り
な
ど
か
ら
、
舟
生
さ
ん
の
中
で
は
利
己
的
な

動
機
と
利
他
的
な
動
機
が
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
並
存
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
自
身
の
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
維
持
し
た
い
・
人
か
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隔
週
で
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
を
回
っ
て
い
る
た
め
、
非
連
続
的
・
不
規

則
的
な
参
加
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
舟
生
さ
ん
は
以
前
な

ら
、
趣
味
の
旅
行
で
一
ヶ
月
ほ
ど
家
を
空
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

だ
が
、
現
在
は
﹁
任
さ
れ
て
る
か
ら
に
は
、﹃
す
い
ま
せ
ん
、
行
け

な
い
﹄
っ
て
い
う
の
は
、言
い
た
く
な
い
な
と
﹂
思
い
、デ
リ
バ
リ
ー

の
予
定
に
穴
を
空
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

常
に﹁
利
他
﹂よ
り﹁
利
己
﹂が
優
先
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、﹁
利

他
﹂
と
﹁
利
己
﹂
は
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
言
動
に
表
出
し
、
そ
の
人

に
と
っ
て
適
し
た
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
継

続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
‐
二
‐
三　

仕
事
に
は
な
い
価
値
と
「
報
酬
」

舟
生
さ
ん
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
中
で
は
自
身
が
経
験
し
て
き
た
仕
事
に
関
連
す
る
話
が
し
ば
し
ば

登
場
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
考
え
方
や
価
値
観
、
行
動
に
仕
事
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。

例
え
ば
、
毎
週
の
デ
リ
バ
リ
ー
・
事
務
所
で
の
検
品
や
入
庫
作
業
・

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
な
ど
を
担
う
小
鳥
遊
さ
ん
（
五
〇
代
男
性
）

は
、
外
資
系
の
メ
ー
カ
ー
で
Ｉ
Ｔ
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
が
早
期
退

職
し
、二
〇
二
〇
年
の
秋
頃
に
Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
の
活
動
を
始
め
た
と
い
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
職
場
で
の
人

と
の
関
わ
り
が
大
き
く
減
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

け
取
り
団
体
へ
の
︺
デ
リ
バ
リ
ー
に
行
っ
て
く
れ

な
い
か
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
そ
こ
は
、
食
料

が
渡
せ
る
日
が
、
月
に
よ
っ
て
違
う
ん
で
す
よ
。

そ
れ
を
毎
回
打
ち
合
わ
せ
し
て
、
こ
の
日
に
行
き

ま
す
と
決
め
る
、と
。
そ
う
す
る
と
、︹
私
生
活
で
︺

そ
ん
な
に
大
し
た
こ
と
も
や
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
ん
だ
け
ど
、
旅
行
行
こ
う
と
か
、
そ
う
い
う
と

き
に
、
そ
こ
で
制
限
か
か
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ

ね
。
僕
は
も
う
定
年
し
た
ん
で
。
言
っ
ち
ゃ
あ
ア

レ
だ
け
ど
女
房
と
楽
し
く
過
ご
し
た
い
っ
て
い
う

の
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
ご
め
ん
な
さ
い
っ

て
断
っ
た
ん
で
す
。（
中
略
）
こ
れ
、
す
ご
く
大

き
い
で
す
よ
。
束
縛
さ
れ
な
い
ん
で
、
自
分
の
満

足
を
得
る
だ
け
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
っ

て
い
う
、
ま
あ
、
有
り
体
に
言
や
そ
う
い
う
こ
と

で
す
ね
。

自
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
あ
り
方
を
﹁
わ
が
ま
ま
﹂
と
称

し
、﹁
自
由
に
暮
ら
し
た
い
﹂、﹁
自
分
の
満
足
を
得
る
だ
け
の
た
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
﹂
な
ど
と
口
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
身
の

気
持
ち
を
優
先
す
る
・
束
縛
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
点
は
エ
ピ
ソ

デ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
徴
と
一
致
す
る
。
し
か
し
デ
リ
バ

リ
ー
担
当
の
位
頭
さ
ん
や
舟
生
さ
ん
は
少
な
く
と
も
週
一
回
ま
た
は
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ル
に
、
い
ろ
ん
な
作
業
で
関
わ
り
を
持
て
る
よ

な
と
思
っ
た
の
で
。単
純
に
そ
れ
だ
け
。ス
タ
ー

ト
は
。

小
鳥
遊
さ
ん
は
長
年
Ｉ
Ｔ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
も
の
の
、
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
行
し
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
済
ま
せ
て

し
ま
う
現
代
の
風
潮
が
好
き
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
数
年
前
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
社
内
で
働
く
人
と

す
ら
直
接
関
わ
る
機
会
が
大
幅
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
上
記
の
語
り

か
ら
、
こ
の
こ
と
が
﹁
人
と
直
に
関
わ
れ
る
﹂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
足
を
踏
み
入
れ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
分
か
る
。
つ
ま
り
、
位

頭
さ
ん
や
舟
生
さ
ん
と
同
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
﹁
人
と
の
つ

な
が
り
づ
く
り
﹂
の
機
能
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
小
鳥
遊

さ
ん
の
場
合
は
と
り
わ
け
、
そ
の
つ
な
が
り
が
﹁
画
面
越
し
﹂
で
は

な
く
オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
関
係
性
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
強
調
し

て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
は
、
自
ら
が
そ
の
逆
を
行
く
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
と

い
う
仕
事
に
従
事
し
て
き
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

小
鳥
遊
さ
ん
は
Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
面
白
さ
や
や
り
が

い
に
つ
い
て
の
話
で
も
、仕
事
を
引
き
合
い
に
出
し
て
語
っ
て
い
た
。

調
査
者　
　

: 

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
面
白
い
こ
と
や
、
や
り

が
い
に
感
じ
る
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
か
？

小
鳥
遊
さ
ん
: 

き
っ
か
け
は
、会
社
員
時
代
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ

て
、
僕
の
チ
ー
ム
は
、
コ
ロ
ナ
で
も
基
本
毎
日

オ
フ
ィ
ス
に
行
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
ガ

ラ
ー
ン
と
し
て
て
、
ほ
ぼ
無
人
の
オ
フ
ィ
ス
に

行
っ
て
仕
事
を
し
て
る
状
態
だ
っ
た
の
で
、
あ

ま
り
に
人
と
直
接
接
す
る
機
会
が
な
く
て
、
な

ん
か
退
屈
と
い
う
か
、
つ
ま
ら
ん
な
あ
と
思
っ

て
て
。
で
、
直
接
、
人
と
接
す
る
こ
と
の
あ
る

も
の
を
、
な
ん
か
や
り
た
い
な
っ
て
思
っ
て
。

ま
あ
元
々
、
会
社
員
引
退
し
た
ら
な
に
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と
思
っ
て
た
ん
で
。
で
、

探
し
て
み
よ
う
か
な
と
。（
中
略
）
僕
Ｉ
Ｔ
の

仕
事
を
ず
っ
と
三
〇
年
し
て
き
た
け
ど
⋮
⋮
Ｉ

Ｔ
嫌
い
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

調
査
者　
　

:
な
ん
で
で
す
か
。

小
鳥
遊
さ
ん
: 

今
の
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
が
嫌
い
な
ん
。
な
ん
で

も
オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
。
画
面
越
し
に
し

か
見
い
ひ
ん
の
が
全
然
面
白
く
な
い
ん
で
。
な

の
で
、
別
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
そ
う
い
う
︹
と

く
に
人
と
の
関
わ
り
が
多
い
︺
活
動
し
て
る
か

と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
き
っ
か
け
は
本
当
、
単
純

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
れ
ば
、
人
と

直
︹
ち
ょ
く
︺
に
関
わ
れ
る
。
人
と
直
接
リ
ア
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い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
小
鳥
遊
さ
ん
が
も
う
一
つ
の
面
白
さ
と
し
て

挙
げ
た
﹁
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
多
様
な
人
々
と
知
り
合
え
る
﹂
こ

と
に
関
し
て
も
、
会
社
と
対
比
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
人
生
の
多
く
を
仕
事
が
占
め
て
い
た
ス
タ
ッ
フ

の
中
で
の
﹁
会
社
・
仕
事
﹂
や
﹁
会
社
に
行
っ
て
い
た
と
き
の
自
分
﹂

の
存
在
は
非
常
に
大
き
く
、そ
れ
ら
と﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
﹂や﹁
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
と
き
の
自
分
﹂
を
自
然
と
対
比
し
て
捉
え

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

入
庫
や
在
庫
管
理
、
行
政
関
連
の
事
務
、
デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
幅
広

い
業
務
を
担
っ
て
い
る
六
〇
代
の
四
家
さ
ん
も
、
会
社
で
働
く
と
い

う
こ
と
と
対
比
し
て
Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
見
出
し
て
い
る

価
値
を
語
っ
て
い
た
。
四
家
さ
ん
は
会
社
員
時
代
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
関
連

業
務
の
一
環
で
社
会
問
題
に
つ
い
て
調
べ
る
中
で
Ｆ
Ｂ
Ｋ
を
知
っ
て

﹁
い
つ
か
関
わ
れ
た
ら
い
い
な
﹂
と
感
じ
、
定
年
が
迫
っ
た
頃
、
退

職
後
に
何
を
し
よ
う
か
考
え
た
際
に
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
活
動

に
加
わ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

四
家
さ
ん
: 

会
社
の
仕
事
っ
て
、
机
の
上
で
、
い
ろ
い
ろ
理
想

的
な
こ
と
を
描
い
て
、
で
、
う
ま
く
や
れ
た
か
・

う
ま
く
や
っ
て
る
か
、
み
た
い
な
。
そ
れ
で
、
実

際
自
分
た
ち
が
や
っ
て
る
こ
と
が
、
な
に
か
間
接

的
に
は
役
に
立
っ
て
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
本

当
に
役
立
っ
て
る
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
で

小
鳥
遊
さ
ん
: 

や
っ
ぱ
人
に
感
謝
さ
れ
る
こ
と
か
な
。
デ
リ
バ

リ
ー
で
も
、
こ
こ
︹
事
務
所
︺
で
︹
受
け
取
り

団
体
に
︺
受
け
渡
し
す
る
と
き
だ
っ
て
そ
う
だ

し
。
自
分
が
や
っ
て
る
こ
と
に
直
接
反
応
が

返
っ
て
く
る
、
人
が
喜
ん
で
く
れ
て
る
っ
て
い

う
の
は
、
す
ご
い
や
り
が
い
や
と
思
う
。
会
社

も
そ
う
、
会
社
の
仕
事
も
そ
う
⋮
⋮
広
く
見

り
ゃ
そ
う
な
ん
や
け
ど
、
あ
ん
ま
り
会
社
の
中

で
は
直
接
そ
う
い
う
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
は
な

い
か
な
。（
中
略
）︹
Ｆ
Ｂ
Ｋ
の
ス
タ
ッ
フ
は
︺

い
ろ
ん
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
み
ん
な
そ
れ

ぞ
れ
持
っ
て
は
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
こ
は

会
社
に
行
っ
て
た
ら
絶
対
知
り
合
う
こ
と
な
い

よ
な
っ
て
思
う
人
ら
と
知
り
合
う
わ
け
で
。
そ

れ
も
面
白
い
で
す
よ
ね
。

Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
デ
リ
バ
リ
ー
を
担
う
ス
タ
ッ
フ
は
、
児
童
養
護
施
設
や

障
害
者
作
業
所
な
ど
の
支
援
団
体
に
食
品
を
届
け
に
赴
き
、
と
き
に

は
そ
こ
で
い
わ
ゆ
る
最
終
消
費
者
と
も
接
す
る
機
会
が
あ
る
。
長
ら

く
メ
ー
カ
ー
で
仕
事
に
向
き
合
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
自
身
の
行
っ

た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
や
喜
び
と
い
っ
た
直
接
の
明
確
な
反
応
が
得

ら
れ
る
と
い
う
、
仕
事
で
は
な
か
な
か
得
が
た
か
っ
た
﹁
報
酬
﹂
を

受
け
取
れ
る
こ
と
に
よ
り
強
く
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
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つ
な
が
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
お
り
、
そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
た
主
要
な
動
機
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
一
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。
両
者
と
も
、
会
社
で
の
仕
事
か
ら
は
感
じ
が
た
か
っ
た
・
得

が
た
か
っ
た
も
の
を
と
く
に
大
き
な
価
値
・﹁
報
酬
﹂
と
し
て
認
識

し
て
い
る
が
、
そ
の
﹁
報
酬
﹂
の
出
所
や
内
実
は
個
々
の
ス
タ
ッ
フ

の
価
値
観
に
よ
っ
て
相
違
が
見
ら
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

四
‐
二
‐
四　

�

生
じ
た
迷
い
と
「
支
援
者
」
と
い
う
立
場
を
乗
り

越
え
て

札
波
さ
ん
（
六
〇
代
女
性
）
は
、
夫
の
岩
柴
さ
ん
（
六
〇
代
）
と

と
も
に
毎
週
、
α
社
（
仮
名
）
か
ら
パ
ン
や
マ
フ
ィ
ン
・
ク
ッ
キ
ー

と
い
っ
た
焼
き
菓
子
、
野
菜
な
ど
を
引
き
取
り
、
受
け
取
り
団
体
に

配
送
す
る
業
務
を
担
っ
て
い
る
。
あ
る
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ

る
バ
ス
で
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
Ｆ
Ｂ
お
よ
び
Ｆ
Ｂ
Ｋ
の
こ
と
を
知

り
、
夫
の
定
年
退
職
後
、
六
年
程
前
に
二
人
で
活
動
に
参
加
し
始
め

た
。
札
波
さ
ん
は
活
動
す
る
中
で
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
考
え
方
の

相
違
や
Ｆ
Ｂ
の
仕
組
み
自
体
に
対
す
る
葛
藤
を
感
じ
る
瞬
間
が
あ
っ

た
と
話
し
て
く
れ
た
。

札
波
さ
ん
: 

や
っ
て
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
癖
が
強
か
っ
た
り
、

い
ろ
ん
な
ス
タ
ン
ス
が
あ
っ
て
。
一
緒
に
や
っ
て

た
方
︹
同
様
の
業
務
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
︺
が
、

い
い
人
な
ん
だ
け
ど
、受
け
取
る
人
に
対
し
て﹁
こ

も
、
こ
こ
で
の
作
業
っ
て
い
う
の
は
、
一
つ
一
つ
、

無
駄
に
な
る
こ
と
が
な
く
て
、
全
部
人
の
役
に
立

つ
こ
と
な
の
で
、直
接
︹
支
援
し
て
い
る
相
手
の
︺

声
を
聞
か
な
く
て
も
、
そ
う
い
う
作
業
に
関
わ
れ

る
っ
て
い
う
だ
け
で
も
い
い
。

四
家
さ
ん
は
元
々
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
の
大
手
企
業
で
働
い
て
い
た

が
、
営
業
な
ど
消
費
者
と
対
面
す
る
よ
う
な
職
に
就
い
た
こ
と
は
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
Ｆ
Ｂ
Ｋ
の
内
部
は
か
な
り
組
織
化
さ
れ
役
割
分
担

が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
活
動
規
模
は
そ
の
会
社
に
比
べ
る
べ

く
も
な
い
。
そ
の
た
め
団
体
の
成
員
全
体
と
の
距
離
や
、
い
わ
ゆ
る

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
と
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
的
な
意
味
で
の
距
離
は
圧
倒

的
に
近
く
、
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
直
接
関
係
し
な
い
よ
う
な
業
務

や
、
何
の
た
め
に
必
要
な
の
か
分
か
ら
な
い
業
務
も
少
な
い
は
ず
で

あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
自
ら
が
直
接
食
支
援
を
行
う
対
象
者
に

接
す
る
わ
け
で
は
な
い
作
業
で
あ
っ
て
も
意
義
を
感
じ
ら
れ
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
小
鳥
遊
さ
ん
と
企
業
／
Ｆ

Ｂ
Ｋ
の
対
比
の
仕
方
は
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
と

り
わ
け
デ
リ
バ
リ
ー
業
務
で
食
品
を
受
け
取
る
方
が
喜
ぶ
様
子
を
見

ら
れ
る
こ
と
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
小
鳥
遊
さ
ん
と
は

異
な
る
考
え
方
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
差
異
の
理
由
に

つ
い
て
、
小
鳥
遊
さ
ん
は
人
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
接
触
を
﹁
退

屈
と
い
う
か
、
つ
ま
ら
ん
な
あ
﹂
と
感
じ
、
他
者
と
オ
フ
ラ
イ
ン
で
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な
る
、
と
い
う
試
練
が
あ
り
ま
し
た
よ
。

第
三
章
な
ど
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
選
択
縁
型
の
組
織
で
あ
る

Ｆ
Ｂ
Ｋ
に
は
、
経
歴
も
価
値
観
も
多
様
な
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
か
ら
売
れ
残
り
な
ど
の
食
品
を

引
き
取
り
、
そ
の
ま
ま
複
数
の
受
け
取
り
団
体
に
引
き
渡
し
に
向
か

う
業
務
で
は
、
ど
の
団
体
に
何
を
ど
れ
だ
け
分
配
す
る
か
に
つ
い
て

Ｆ
Ｂ
Ｋ
で
の
統
一
的
な
基
準
は
な
く
、
受
け
取
り
団
体
の
方
の
意
向

と
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
判
断
に
よ
っ
て
都
度
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
も

そ
も
、
そ
の
時
々
で
引
き
取
る
食
品
の
種
類
も
量
も
か
な
り
波
が
あ

り
、
受
け
取
り
側
の
状
況
も
日
々
変
化
す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、ル
ー
ル
化
自
体
が
困
難
と
思
わ
れ
る
。

上
記
の
よ
う
な
語
り
か
ら
は
、
こ
う
し
た
中
で
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て

被
支
援
者
側
へ
の
向
き
合
い
方
に
差
異
が
生
じ
、
そ
れ
が
ス
タ
ッ
フ

の
悩
み
に
な
る
場
合
が
あ
る
と
分
か
る
。

ま
た
、
売
れ
残
っ
た
食
べ
物
を
困
窮
者
な
ど
支
援
が
必
要
な
人
々

に
届
け
る
、と
い
う
自
ら
が
行
っ
て
い
る
こ
と
が
﹁
あ
り
が
た
迷
惑
﹂

な
の
で
は
な
い
か
と
悩
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

調
査
者　

: 

活
動
し
て
み
て
想
定
外
だ
っ
た
こ
と
と
か
、
始
め

る
前
と
後
で
ギ
ャ
ッ
プ
に
感
じ
た
こ
と
は
ご
ざ
い

ま
し
た
か
？

札
波
さ
ん
: 

私
ら
が
α
社
か
ら
の
食
べ
物
︹
の
回
収
と
受
け
渡

ん
な
食
べ
ら
れ
る
美
味
し
そ
う
な
も
の
貰
う
ん
だ

か
ら
あ
ん
ま
り
不
満
は
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ

ね
﹂
と
か
い
う
感
じ
に
思
う
、
っ
て
話
な
ん
か
を

﹁
そ
う
で
す
か
ぁ
、そ
う
で
す
ね
ぇ
﹂っ
て
聞
く
し
。

﹁︹
各
受
け
取
り
団
体
に
対
し
て
︺
必
ず
平
等
に
な

ら
な
い
と
嫌
だ
﹂
っ
て
い
う
思
い
か
ら
、︹
提
供

元
か
ら
引
き
取
っ
た
︺
胡
瓜
が
一
本
だ
け
だ
っ
た

ら
、
ポ
キ
っ
と
折
っ
て
、
は
い
半
分
こ
、
み
た
い

な
。
そ
う
い
う
方
も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
考
え

方
と
か
の
違
い
に
、
な
ん
か
⋮
⋮
ね
、
イ
ラ
っ
と

し
て
た
ら
、キ
リ
が
な
い
の
で
。
我
慢
と
い
う
か
、

乗
り
越
え
る
と
い
う
か
。
自
分
の
軸
は
、﹁
私
は

も
っ
た
い
な
い
の
が
嫌
だ
か
ら
、
も
っ
た
い
な
い

こ
と
を
し
て
た
ら
、
い
つ
か
き
っ
と
、
人
類
バ
チ

が
当
た
る
、日
本
人
バ
チ
が
当
た
る
﹂
み
た
い
な
。

お
天
道
様
が
見
て
て
ね
。﹁
食
べ
物
を
ほ
か
す︹
捨

て
る
︺
社
会
は
良
く
な
い
。
命
を
無
駄
に
す
る
の

は
良
く
な
い
﹂。
そ
っ
ち
の
方
に
自
分
の
意
識
を

し
っ
か
り
持
つ
よ
う
に
し
て
。
他
の
人
が
、
受
け

取
る
人
を
軽
ん
じ
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
り
、
半

分
こ
に
こ
だ
わ
っ
て
、
そ
ん
な
あ
り
が
た
く
も
な

い
こ
と
︹
胡
瓜
を
半
分
に
折
っ
て
渡
す
よ
う
な
こ

と
︺
を
し
よ
う
と
し
て
る
の
に
対
し
て
、
寛
容
に
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α
社
か
ら
の
パ
ン
・
焼
き
菓
子
類
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
一
袋
（
一

ケ
ー
ス
）
が
大
容
量
で
、
か
つ
外
資
系
で
あ
る
α
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
も
多
数
あ
り
、
本
社
の
あ
る
国
の
嗜
好
に
寄
せ
た
か
な
り
甘
め

の
味
付
け
の
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
加
え
て
、
も
ち
ろ
ん
新
商
品

と
の
入
れ
替
え
で
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
変
化
す
る
も
の
の
、
毎
週
あ
る

い
は
隔
週
で
Ｆ
Ｂ
Ｋ
か
ら
そ
れ
ら
を
受
け
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多

い
。
こ
う
し
た
中
で
札
波
さ
ん
は
、
そ
の
よ
う
に
手
に
入
る
食
べ
物

が
相
対
的
に
見
て
固
定
・
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
と
、
自

ら
が
消
費
者
と
し
て
普
段
食
べ
る
物
を
選
択
す
る
場
合
と
を
比
較

し
、
と
き
に
﹁
貰
う
方
も
、
も
う
い
ら
な
い
っ
て
い
う
気
持
ち
﹂
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
活
動
を
通

じ
て
ス
タ
ッ
フ
自
身
と
受
け
取
り
先
に
い
る
人
々
と
い
う
支
援
︲
被

支
援
の
関
係
性
が
意
識
さ
れ
、
そ
の
立
場
の
違
い
か
ら
生
ま
れ
る
格

差
の
自
覚
に
至
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
自
覚
と
先
に
見
た
Ｆ
Ｂ
Ｋ
ス
タ
ッ
フ
同
士

の
ス
タ
ン
ス
の
相
違
に
よ
る
悩
み
や
葛
藤
を
、
札
波
さ
ん
は
﹁
命
を

無
駄
に
し
た
く
な
い
﹂、﹁
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
す
る
の
が
嫌
だ
﹂

と
い
う﹁
自
分
の
軸
﹂に
立
ち
返
る
こ
と
で
克
服
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

札
波
さ
ん
: ︹
実
際
に
活
動
を
︺
や
っ
て
み
た
ら
、
い
わ
ゆ
る

貧
困
の
人
に
食
べ
物
を
届
け
る
っ
て
い
う
部
分
も

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
、
そ
こ
に
対
す
る
気

持
ち
と
か
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
け
ど
、
で
も
、

し
︺
だ
け
ず
っ
と
や
っ
て
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
貰
う
方
も
、
も
う
い
ら
な
い
っ
て
い
う
気

持
ち
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
気
づ
い
た
。
あ

り
が
た
迷
惑
な
こ
と
も
あ
る
ん
ち
ゃ
う
か
な
と

思
っ
て
、
そ
こ
ら
へ
ん
で
ち
ょ
っ
と
悩
ん
だ
時
期

も
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。︹
こ
の
活
動
に
は
︺
そ

う
い
う
、
添
加
物
た
く
さ
ん
入
っ
て
る
か
も
み
た

い
な
も
の
と
か
さ
、
自
分
が
食
べ
な
い
も
の
を
、

い
わ
ゆ
る
貧
困
の
方
に
差
し
上
げ
て
る
っ
て
い
う

よ
う
な
部
分
も
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
。
そ
れ
で

葛
藤
が
あ
っ
て
、
悩
む
日
も
あ
っ
た
ん
で
す
け

ど
。
で
も
そ
こ
で
、﹁
私
の
軸
は
﹃
も
っ
た
い
な

い
﹄
だ
か
ら
い
い
の
。
も
っ
た
い
な
い
こ
と
し
た

く
な
い
か
ら
。
大
量
消
費
し
て
、
大
量
廃
棄
す
る

社
会
が
良
く
な
い
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
︹
自
分

た
ち
だ
け
で
は
︺
食
べ
き
れ
な
い
か
ら
、
ち
ゃ
ん

と
食
べ
て
く
れ
る
協
力
者
、﹃
食
べ
て
く
れ
る
方

は
神
ぃ
ー
ー
！
﹄、あ
り
が
た
い
あ
り
が
た
い
﹂
っ

て
い
う
、そ
っ
ち
の
方
に
考
え
方
を
シ
フ
ト
し
て
、

貧
困
で
か
わ
い
そ
う
な
人
に
差
し
上
げ
て
る
と
か

い
う
の
は
あ
ん
ま
り
強
く
意
識
し
な
い
よ
う
に
し

て
ま
す
。
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へ
の
参
加
動
機
と
し
て
は
﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂
と
い
う
価
値
観
に
は

あ
ま
り
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
幼
い
頃
か
ら
醸
成
さ
れ
て
き

た
信
念
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
中
で
抱
い
た
心
理
的
な
活
動

継
続
の
阻
害
要
因
の
超
克
に
際
し
て
は
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
Ｆ
Ｂ
Ｋ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、

活
動
を
続
け
る
に
あ
た
っ
て
の
障
壁
に
対
し
独
自
の
乗
り
越
え
方
を

見
つ
け
て
い
る
例
が
観
察
さ
れ
た
。

五　

�

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
み
ら
れ
る
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
形

本
論
文
で
は
、
日
本
で
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
誕
生
し
大
き
く
広

ま
り
つ
つ
あ
る
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
い
う
食
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
取
り
上
げ
た
。
そ
し
て
文
献
調
査
や
訪
問
・
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
、
主
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
関
西
の
事
例
を
掘
り
下
げ
、
活
動

や
ス
タ
ッ
フ
の
あ
り
方
、
そ
こ
で
の
﹁
つ
な
が
り
﹂
の
様
相
に
見
ら

れ
る
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

主
に
第
四
章
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
Ｆ
Ｂ
Ｋ
ス
タ
ッ
フ
の
語
り

か
ら
は
、
特
段
深
い
理
由
は
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
界
に
入
り
Ｆ
Ｂ
団

体
を
選
択
し
た
と
い
う
点
で
の
気
軽
さ
や
、
適
度
な
距
離
感
の
人
間

関
係
、
私
生
活
に
対
す
る
非
拘
束
性
と
い
っ
た
意
味
で
の
気
楽
さ
な

ど
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
気
楽
さ
・
気
軽
さ
﹂
の
要

素
が
観
察
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
Ｆ
Ｂ
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
含
み
込

ぐ
る
っ
と
一
周
回
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
﹁
も
っ
た
い

な
い
こ
と
し
た
く
な
い
な
﹂
っ
て
。
こ
う
い
う
風

に
食
べ
物
を
無
駄
に
し
て
た
ら
、
き
っ
と
神
様
か

ら
し
っ
ぺ
返
し
が
来
る
み
た
い
な
。
そ
う
い
う
、

フ
ー
ド
ロ
ス
を
し
た
く
な
い
、
も
っ
た
い
な
い
こ

と
自
体
を
し
た
く
な
い
か
ら
で
。
か
わ
い
そ
う
な

人
に
あ
げ
る
の
か
と
か
、
見
下
す
と
か
見
下
さ
れ

る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
考
え
て
も
考
え
き

れ
な
い
け
ど
、
な
ん
か
そ
ん
な
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な

こ
と
は
置
い
と
い
て
、﹁
こ
ん
な
に
食
べ
き
れ
な

い
も
の
を
食
べ
て
く
れ
る
人
は
神
だ
な
ぁ
~
﹂
っ

て
い
う
感
じ
で
。
あ
り
が
と
食
べ
て
く
れ
て
！
と

い
う
感
じ
。
も
っ
た
い
な
い
か
ら
、
捨
て
る
の
は

私
が
、
嫌
だ
か
ら
。
そ
う
い
う
感
じ
で
、
協
力
者

の
方
は
本
当
に
、
サ
ン
キ
ュ
ー
ー
！
（
笑
）
み
た

い
な
。

親
の
﹁
も
っ
た
い
な
い
精
神
﹂
を
受
け
継
い
だ
と
い
う
札
波
さ
ん

の
上
の
よ
う
な
語
り
か
ら
は
、こ
の
人
生
を
通
じ
て
の
価
値
観
・
モ
ッ

ト
ー
を
拠
り
所
と
し
、
被
支
援
者
を
﹁
食
品
ロ
ス
の
削
減
﹂
に
力
を

貸
し
て
く
れ
る
﹁
協
力
者
﹂
で
あ
り
感
謝
す
べ
き
存
在
と
し
て
捉
え

直
す
こ
と
で
、
悩
み
や
葛
藤
と
支
援
︲
被
支
援
と
い
う
関
係
性
を
乗

り
越
え
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
札
波
さ
ん
の
場
合
、
Ｆ
Ｂ
Ｋ
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な
負
担
を
負
い
、
自
己
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
気
楽
・
気
軽
に
参

加
で
き
る
こ
と
、
自
身
へ
の
制
約
が
少
な
い
な
が
ら
も
自
ら
に
と
っ

て
の
価
値
や
﹁
報
酬
﹂
が
あ
る
こ
と
は
、
活
動
へ
の
参
入
・
継
続
に

お
い
て
重
要
な
点
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
従
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
よ
り
さ
ら
に
多

様
な
価
値
観
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
人
々
を
巻
き
込
み
、
各
々

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
な
が
ら
人
々
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
実
現
す
る
存

在
と
な
り
う
る
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
形
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

註
（
1
） 

厚
生
労
働
省
,﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
﹂,
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
五
日
取

得
,https://w

w
w.m

hlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/
seikatsuhogo/volunteer/index.htm

l

.

（
2
） 

農
林
水
産
省
,﹁
フ
ー
ド
バ
ン
ク
﹂,
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
四
日
取

得
,https://w

w
w.m

aff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/foodbank.
htm

l

.

（
3
） 

理
事
長
へ
の
聞
き
取
り
と
Ｆ
Ｂ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
フ
ー
ド
バ
ン
ク

関
西
,﹁
団
体
概
要
﹂,
二
〇
二
三
年
十
二
月
十
五
日
取
得
,https://

foodbankkansai.org/about/overview
/

）
よ
り
.

（
4
） 

た
だ
し
,
こ
こ
で
い
う
﹁
匿
名
性
﹂
と
は
,
必
ず
し
も
名
前
や
大
ま
か
な

年
齢
,
居
住
地
域
な
ど
の
個
人
的
な
情
報
を
一
切
開
示
し
な
い
こ
と
を
意

味
し
な
い
.
上
野
自
身
も
選
択
縁
の
例
と
し
て
﹁
共
同
保
育
﹂
や
﹁
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
﹂
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
,
あ
く
ま
で
も
血
縁
・
地

ん
で
成
立
し
得
る
活
動
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
活
動
に
は
楽
し
さ
や
や
り
が
い
な

ど
自
身
に
と
っ
て
の
価
値
、
自
身
が
受
け
取
る
﹁
報
酬
﹂
が
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
し
て
第
四
章
で
言
及
し
た
札
波
さ
ん
が
、

自
身
の
﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂
こ
と
を
減
ら
し
た
い
、
と
い
う
欲
求
の

充
足
を
活
動
の
大
き
な
﹁
報
酬
﹂
と
捉
え
て
い
た
よ
う
に
、
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
の﹁
報
酬
﹂と
は
、必
ず
し
も
自
身
=﹁
支
援
者
﹂と﹁
被

支
援
者
﹂
と
い
う
関
係
性
を
前
提
と
し
て
生
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ス
タ
ッ
フ
ら
の
語
り
か
ら
見
て
き
た
通
り
、
現
代
社
会
に
お
い
て

は
支
援
す
る
側
も
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
て
い
る
。
筆
者
が
話
を
聞

い
た
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
人
と
の
つ
な
が
り

を
生
み
出
す
役
割
を
求
め
て
い
る
人
も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
点
は
同

じ
で
あ
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
（
ど
れ
く
ら
い
の
密
度
の
）
関
係
性

を
求
め
て
い
る
か
と
い
う
点
は
個
々
人
で
異
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て

Ｆ
Ｂ
に
お
い
て
は
、
支
援
さ
れ
る
側
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
多
様

な
支
援
す
る
側
の
ニ
ー
ズ
も
実
際
に
満
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
た
ち
か
ら
何
度
も
耳
に
し
た
の
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
﹁
自
分
に
余
裕
が
な
い
と
で
き
な
い
﹂
と
い
う
声
で

あ
る
。
貧
困
や
つ
な
が
り
の
希
薄
化
を
は
じ
め
と
し
て
、
今
や
日
本

社
会
の
至
る
と
こ
ろ
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
多

く
の
人
が
何
ら
か
の
ニ
ー
ズ
や
不
安
を
背
負
っ
て
い
る
。
個
々
の
も

つ
﹁
余
裕
﹂
が
決
し
て
多
く
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
一
人
一
人
が
過
度
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活動現場から紐解くフードバンクとボランティアの姿

文
献　

荒
井
俊
,2019

,﹁
日
本
は
﹃
純
度
１
０
０
％
﹄
を
求
め
が
ち
？
│
│
東
京
大
学
・

仁
平
典
宏
准
教
授
︻
後
編
︼﹂academ

ist Journal

,
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
日

取
得
,https://academ

ist-cf.com
/journal/?P=10387

.

稲
月
正
,2021

,﹁
な
ぜ
伴
走
型
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
﹂
奥
田
知
志
・

原
田
正
樹
編
﹃
伴
走
型
支
援
﹄
有
斐
閣
,19-33

.

上
野
千
鶴
子
,1987

,﹁
選
べ
る
縁
・
選
べ
な
い
縁
﹂
栗
田
靖
之
編
﹃
日
本
人
の

人
間
関
係
﹄
ド
メ
ス
出
版
,226-43

.

公
益
財
団
法
人
流
通
経
済
研
究
所
,2020

,﹃
平
成
31
年
度 

持
続
可
能
な
循
環
資

源
活
用
総
合
対
策
事
業 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
実
態
調
査
事
業 

報
告
書
﹄.

厚
生
省
,1991

,﹃
厚
生
白
書
（
平
成
３
年
版
）﹄.

厚
生
労
働
省
,2023

,﹃
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年 

国
民
生
活
基
礎
調
査
の
概
況
﹄.

小
関
隆
志
,2018

,﹁
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
│
│
手
厚
い
政
策
的
支
援
に

よ
る
発
展
﹂
佐
藤
順
子
編
﹃
フ
ー
ド
バ
ン
ク
│
│
世
界
と
日
本
の
困
窮
者
支

援
と
食
品
ロ
ス
対
策
﹄
明
石
書
店
,105-26

.

小
林
富
雄
,2019a

,﹁
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
位
置
づ
け
と
日
本
の
現
状
﹂
小
林
富
雄
・

野
見
山
敏
雄
編
著
﹃
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
多
様
性
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
進

化
│
│
食
品
寄
付
の
海
外
動
向
と
日
本
に
お
け
る
課
題
﹄
筑
波
書
房
,1-11

.

│
│
│
│
,2019b

,﹁
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
寄
付
行
動
│
│

フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
国
際
比
較
に
お
け
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
﹂
小
林
富
雄
・
野

見
山
敏
雄
編
著
﹃
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
多
様
性
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
進
化

│
│
食
品
寄
付
の
海
外
動
向
と
日
本
に
お
け
る
課
題
﹄
筑
波
書
房
,15-30

.

桜
井
政
成
,2007

,﹃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│
│
自
発
的
行
為
の
組
織

化
戦
略
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
.

佐
藤
順
子
,2018a

,﹁
日
本
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
生
活
困
窮
者
支
援
﹂
佐
藤
順

子
編
﹃
フ
ー
ド
バ
ン
ク
│
│
世
界
と
日
本
の
困
窮
者
支
援
と
食
品
ロ
ス
対
策
﹄

縁
・
社
縁
な
ど
に
よ
る
関
係
と
比
し
て
匿
名
性
が
保
持
で
き
る
と
い
う
意

味
だ
と
考
え
ら
れ
る
.

（
5
） O

EC
D

,2023

,﹁
貧
困
率
（Poverty rate

）﹂,
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
四

日
取
得
,https://w

w
w.oecd.org/tokyo/statistics/poverty-rate-japanese-

version.htm
.

（
6
） 

こ
の
調
査
で
は
,
十
七
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
現
役
世
帯
（
世
帯
主
が

十
八
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
）
を
指
す
.

（
7
） 

井
出
留
美
（2022

）,N
H

K
 N

EW
S W

EB

の
二
〇
二
三
年
一
月
の
記
事

（N
H

K
 N

EW
S W

EB

,2023
,﹁
フ
ー
ド
バ
ン
ク
支
援
要
請
増
加
も 

電
気

代
の
値
上
が
り
な
ど
運
営
に
影
響
﹂,
二
〇
二
三
年
十
二
月
二
十
八
日
取

得
,https://w

w
w

3.nhk.or.jp/new
s/htm

l/20230112/k10013947751000.
htm

l

）
よ
り
.

（
8
） N

H
K

,2010

,﹁
無
縁
社
会
│
│
"
無
縁
死
"
３
万
２
千
人
の
衝
撃
﹂,

二
〇
二
三
年
十
月
二
十
四
日
取
得
,https://w

w
w.nhk.or.jp/special/

detail/20100131.htm
l

.

（
9
） ﹁
行
動
者
数
﹂
と
は
﹁
過
去
一
年
間
に
該
当
す
る
種
類
の
活
動
を
行
っ
た

人
（
十
歳
以
上
）
の
数
﹂,﹁
行
動
者
率
﹂
と
は
﹁
十
歳
以
上
人
口
に
占
め

る
行
動
者
数
の
割
合
（
％
）﹂
の
こ
と
で
あ
る
.

（
10
） 

こ
の
調
査
で
は
一
日
の
行
動
を
二
十
種
類
に
分
類
し
,
そ
れ
ら
を
﹁
一
次

活
動
（
睡
眠
,食
事
な
ど
生
理
的
に
必
要
な
活
動
）﹂,﹁
二
次
活
動
（
仕
事
,

家
事
な
ど
社
会
生
活
を
営
む
上
で
義
務
的
な
性
格
の
強
い
活
動
）﹂,﹁
三

次
活
動
（
一
次
活
動
,
二
次
活
動
以
外
で
各
人
が
自
由
に
使
え
る
時
間
に

お
け
る
活
動
）﹂
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
い
る
.

（
11
） 

前
掲
注
２
.

（
12
） 

前
掲
注
２
.
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ト
・
レ
ビ
ュ
ー
﹄10(1): 1-11

.

湯
浅
誠
,2021

,﹃
つ
な
が
り
続
け
る
こ
ど
も
食
堂
﹄
中
央
公
論
新
社
.

吉
田
祐
一
郎
,2016

,﹁
子
ど
も
食
堂
活
動
の
意
味
と
構
成
要
素
の
検
討
に
向
け

た
一
考
察
│
│
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
を
主
体
と
し
た
居
場
所
づ
く
り
に
向

け
て
﹂﹃
四
天
王
寺
大
学
紀
要
﹄62: 355-68

.

明
石
書
店
,69-98

.

須
田
木
綿
子
,2010

,﹁
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
の
研
究
動
向
の
整
理
と
文
献
紹
介

（
１
）
ア
メ
リ
カ 

転
換
期
に
あ
る
民
間
主
導
の
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
﹂﹃
大
原

社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
﹄626: 20-7

.

関
嘉
寛
,2014
,﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
捉
え
る
現
代
社
会
│
│
﹁
近
代
﹂
と
の

関
係
か
ら
考
え
る
﹂
内
海
・
中
村
編
﹃
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
の
す
す
め
│
│

支
援
す
る
／
さ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
何
を
学
ぶ
か
﹄
昭
和
堂
,54-78

.

総
務
省
統
計
局
,2022

,﹃
令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調
査 

生
活
時
間
及
び
生

活
行
動
に
関
す
る
結
果 

結
果
の
概
要
﹄.

高
木
寛
之
,2009

,﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
の
変
容
に
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
の
在
り
方
│
│
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
を
中
心
に
﹂﹃
福
祉
社
会
学
研
究
﹄6: 61-81
.

田
所
承
己
,2014

,﹁︿
つ
な
が
る
／
つ
な
が
ら
な
い
﹀
に
対
す
る
基
礎
的
視
点
﹂

長
田
攻
一
・
田
所
承
己
編
﹃
つ
な
が
る
／
つ
な
が
ら
な
い
の
社
会
学
│
│
個

人
化
す
る
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
か
た
ち
﹄
弘
文
堂
,2-17

.

内
閣
府
,2023

,﹃
社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
の
概
要
﹄.

仁
平
典
宏
,2011

,﹃﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂
の
誕
生
と
終
焉
│
│
︿
贈
与
の
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
﹀
の
知
識
社
会
学
﹄
名
古
屋
大
学
出
版
会
.

農
林
水
産
省
,2023

,﹃
令
和
４
年
度 

食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
﹄.

早
瀬
昇
,2014

,﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制
度
と
政
策
│
│
公
共
活
動
の
新
た
な
主

体
と
し
て
﹂
内
海
・
中
村
編
﹃
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
の
す
す
め
│
│
支
援
す

る
／
さ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
何
を
学
ぶ
か
﹄
昭
和
堂
,29-53

.

原
田
佳
子
,2018

,﹁
わ
が
国
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
と
地
域
活
性
﹂﹃
第10

回

地
域
活
性
学
会
論
文
集
﹄10: 222-5

.

森
保
文
・
森
賢
三
・
犬
塚
裕
雅
・
前
田
恭
伸
・
淺
野
敏
久
・
杉
浦
正
吾
,2010

,﹁
参

加
し
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
種
類
と
動
機
の
関
係
﹂﹃
ノ
ン
プ
ロ
フ
ィ
ッ


